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会議録（要点録）  

会 議 名 第８回 第４次八王子市教育振興基本計画策定検討会 

日 時 令和７年２月28日（金）午後７時00分～８時00分 

場 所 八王子市役所 本庁舎 ８０１会議室 

出 

席 

者 

氏 

名 

参 加 者 

◎川島弘嗣、〇大宝院清孝、増田正弘、三浦壮次、中村八重、佐藤ますみ、櫻井励

造、小室裕美、小林七海 

◎：座長 ○：副座長 

教育委員会

事 務 局 職    

員 

松土和広 学校教育部長、長井優治 教育総務課長、田島裕子 生涯学習政策課

長、狩野貴紀 統括指導主事、志村亮介 統括指導主事、福島裕子 統括指導主事 

事 務 局 三枝信博 教育総務課主査 

欠 席 者 氏 名 矢ケ﨑由香 

次 第 

１ 開会 

２ 議題 

 第４次八王子市教育振興基本計画について 

３ その他 

４ 閉会 

公開・非公開の別 公開 

傍 聴 人 数 なし 

配 付 資 料 名 

・次第 

・第 4 次八王子市教育振興基本計画 

・【参考資料】第７回策定検討会意見等反映状況一覧 
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１ 開会 

２ 議題 

第 4 次八王子市教育振興基本計画について説明。 

前回の検討会までに、計画の内容については皆さんからいろいろな御意見やご助言を

いただき、ここで第４次計画がまとまった。皆さんの協力に感謝します。 

３ その他 

今回が最後の検討会なので、皆さんから検討会に参加して感じられたことや、今後の教

育委員会の取組に望むことなど一言ずついただきたい。 

もともと都立高校の教員であったので、どういう子どもたちが高校に来てほしい

か、という発想で第４次計画の策定に携わらせていただいた。計画策定を通じて、

参加者の皆さんの八王子愛をすごく感じて、このような方々の応援があれば、これ

からの八王子市の教育が益々発展していくと感じている。計画は作って終わりでは

なく、時代の変化に対して柔軟に対応できるような姿勢は必要だと思う。この頃、

学校に対するリスペクトが社会全般で低下しているように感じる。何をやっても学
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校側の責任にされてしまうような風潮は、学校に対しても、学校の中で育っている

子どもたちにとっても優しくないと思う。学校の不十分な部分を指摘しているだけ

では先に進めないと思うので、温かく見守っていってくれるような取組をこれから

もすすめてほしい。 

世の中が変化するなかで、学校として子どもたちの生きる力、資質能力の育成と

いう部分で、「自分のみちを見出す」というところが大きなテーマだと感じている。

中学校で私として感じていることが３点ある。１点目は、不登校といじめ問題であ

る。学校として、計画の中で、取組をいろいろ盛り込んでいただいたので、取組を

充実させていきたい。「つながるプラン」にある「つながる」というところが非常に

大切なことだと感じている。そのために学校として、どのような教育活動をして環

境を整えられるかを考えていかなければならないと思う。２点目は、小中一貫教育

を基盤とした地域連携がますます重要になることである。八王子市の目指す教育と

は何かを考えた時に、地域とともに考える必要があると感じる。子どもたちはどん

な場面であっても、地域の子どもであることには変わりない。地域の多くの人材や

資源を活かしつつ、学校が目指す教育理念や教育目標に近づけることを考えていか

なければならないと思う。３点目は、デジタル化の推進の部分である。教育現場の

中で、今後デジタルをどのように活用していくか、特に生成ＡＩを学校の中でどの

ように活用していくかが課題である。子どもたちにとって最善の学びをどのように

提供できるか、また、子どもたちとともに我々も色々な学びを深めて成長していく

ことが大切だと感じている。郷土を愛し、将来の納税者として、八王子市民を育成

していくという意識を持ち、教育活動を円滑に進めていきたい。市教育委員会にお

願いしたいことは、部活動や今後色々な教育活動を展開していく中で、外部人材や

人材的な援助があると大変ありがたく思う。学校の要望には耳を傾けていただきた

い。 

私の意見というよりは、できるだけ色々な方の意見を届けたいと思って参加した。

フリースクールの関係者や外国にルーツのある方を支援している方など、地域の

方々と、計画について意見交換をする場を持ったうえで、この会議に参加させてい

ただいた。「はちおうじっ子の生きる力の育成」という根本の部分を皆さんと話しを

した際に、色々な意見をお持ちの方がいることを知り、できるだけ色々な方の意見

を届けたいと思った。予算も人材も限られていることは重々承知しているので、学

校運営協議会など地域の人材をもう少し頼っていただきたいと思う。 

昔も今も変わらず、子どもたちは素直で可愛い存在であるが、子どもたちを取り

巻く環境や保護者の働き方などは変化しているので、子どもたちは影響を受けてい

るように感じている。他者への思いやりや、自己肯定感を上げるなど、人間の根本

にかかわるような教育がとても大切だと感じている。個性を大事にすることも必要

な事だが、周りを思いやり、優しい気持ちを持って、社会とつながっていく子ども

を育てることが大切なことだと思う。５年後は、ものすごく時代が変化していると

思う。現在は少子化が急激に進み、ＳＮＳがとても発達している。子どもは良い部

分も悪い部分も含めて大人が想像のできない世界に入り込んでしまうので、大人が

良い方向に変え、守っていくには、地域とうまく関わりながら協力していくことが
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大切だと感じている。 

市民の意見が反映される場があるということが大事だと感じた。このような場が

あるということが色々な人に伝われば、自分の意見が反映されることが実感できる

と思う。地方は、都市と比べてお金も人も情報も少なく、遅れていることが多い。

学校の話に例えると、光の部分はグローバルなどがあるが、影の部分だといじめや

不登校といった問題があると思う。どちらの視点も取り入れた施策が必要になると

感じている。 

施策一つ一つがどう結びついていくのか、第４次計画を通じてその先まで想像す

ることができた。学校教育を経て社会に出る人たちが、いきなり社会に出てつまず

いてしまう人が多いというのが就労支援の中で感じている。「自立」という部分に少

し弱さがあると感じ、第４次計画の中ではどのように謳っているのかに着目して読

み進めた。それがどのように取り組まれ、活かされていくのかは今後見守り、色々

な機会で意見を出していきたい。市民として改めて読み込んでいきたいと思ってい

る。 

検討会において、委員の皆様の視点や観点、市教育委員会からの考え方にふれて、

貴重な経験となり自分自身の学びの場になったと感じる。日常的に現場にかかわる

中で、ごく一部ではあるが、特別支援学級の子どもたちや別室登校の子どもたち、

部活動の子どもたちなど、また、保護者の皆様に思いをはせながら考え、意見を言

わせていただいた。市教育委員会の皆さんには計画とはいえ、生身の人間に直結す

る計画なので、計画の推進に向けて、多様な環境や考え方を持った生身の子どもた

ち、生身の保護者、生身の地域に対して、思いをはせて今後も引き続きご尽力いた

だきたい。 

第４次計画を策定するにあたって、最初の基本理念から八王子市らしさのある計

画になったと感じている。現在、学校現場の中では不登校や、いじめが大きな課題

となっていて、色々な施策があると思う。それを実現していくのが、市教育委員会

の皆さんや、教育現場だと思っている。その教育現場である学校の体力が現状厳し

い状況にあり、不登校の子どもたち、エネルギーの無い子どもたちが増えている。

この施策を実現していくためにも、先生方を支えていただきたいと感じている。そ

れには、地域の方の力をどう活かしていくのかが、八王子市らしさにつながると思

う。 

昨年の５月から始まり、１年近く皆さんにご協力いただいて何とか計画がまとま

ったと思う。皆さんの協力に感謝しています。そろそろ卒業式シーズンだが、私は

いつも卒業式で子どもたちに言っているのは、思いやりが一番大切だとは思うが、

まずは自分を大切にするように話をしている。自分を大切にできない人間が他人を

幸せにすることはできないと思っているので、まずはこのことを伝えるようにして

いる。もう一つは、一生懸命にやれるものを見つけてもらいたいということである。

よく、夢を持ちましょうと言われることがあるが、夢という言葉はあまり好きでは

なく、夢を持っていないことが悪いというようなイメージがある。「夢」という言葉

を「目標」に置き換えることを子どもたちに話したことがある。また子どもたちが

一生懸命になれる時期は、それぞれ違うと思う。そういう時期をきちんと見てもら



 

 4

 

 

 

 

 

事務局 

 

学校教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

座長 

えるような学校にしてもらいたいと思っている。八王子市教育委員会は、子どもた

ちに対しても学校に対しても、良くやってくれていると思うので、それが市民にも

う少し伝わるようにアピールをして良いと思う。教育委員会のホームページを見た

際に「ここは絶対知ってほしい」というような、情報を伝える手段を工夫したら更

に良くなると思う。 

 最後に、教育委員会事務局を代表しまして、松土学校教育部長より御礼のご挨拶

を申し上げます。 

８回に及ぶ策定検討会を本日無事に終了しましたことを感謝申し上げます。 

先程、事務局から話があったように教育委員会定例会で、無事に議決され、冊子

としてまとめることができ誠にありがとうございます。ここに至るまでに議論が白

熱されたというような話も伺っています。昨今学校現場においては、いじめや不登

校対策以外にも、学校再編や学習用端末の活用、部活動改革、教員の働き方改革な

ど様々な課題がありますが、子どもたちのために教育委員会としてしっかりこれら

の案件に取り組んでいきたいと思っています。座長、副座長をはじめ、検討会の皆

様、本当に１年間ご参加いただきましてありがとうございました。この場をお借り

して、御礼申し上げます。 

  以上をもって、第 8 回第 4 次八王子市教育振興基本計画策定検討会を終了する。 

４ 閉会 

 


